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方財閥として 16 の財閥を選定している（森川[1985]）。 












1845（弘化 2） 年  0 歳 筑前国直方（現福岡県直方市）に誕生 
1852（嘉永 5） 年  7 歳 父に伴われて坑内で働く 
1885（明治 18）年 40 歳 大之浦炭礦を開業、4 度目の独立 
1891（明治 24）年 46 歳 井上馨と出会い、毛利公爵家から融資を得る 
             三井物産に一手販売権を委託 
1895（明治 28）年 50 歳 毛利公爵家からの債務を返済 
1898（明治 31）年 53 歳 貝島鉱業合名会社を設立 
1909（明治 42）年 62 歳 貝島鉱業合名を株式会社に改組 
あああああああああああああ貝島家家憲を制定 
1915（大正 4） 年 70 歳 貝島家顧問井上馨死去 




1881（明治 14） 年  0 歳 福岡県遠賀郡（現福岡県北九州市）に貝島太助の四男として 
あああああああああああああ誕生（貝島家では長男が夭折したため、次男栄三郎を長男とし、
あああああああああああああ以下順位を繰り上げて表示している） 
1902（明治 35）年  21 歳 東京商業高等学校に入学 
1904（明治 37）年 23 歳 鮎川フシと結婚 
1907（明治 40）年 26 歳 三兄健次と米国へ留学（1909 年に帰国） 
1919（大正 8） 年 38 歳 貝島合名、貝島商業を設立して社長に就任 
1920（大正 9） 年 39 歳 三井物産に委託する販売契約を解消し、自社販売方式を開始 
1923（大正 12）年 43 歳 貝島木材防腐株式会社を経営 
1924（大正 13）年 44 歳 貝島合名会社代表業務執行役員に就任 
1925（大正 14）年 45 歳 貝島乾溜・林業・石灰工業を設立 
1927（昭和 2） 年 47 歳 貝島一族会、久原鉱業の債務整理のため 1400 万円の資産を 
ああああああああああああ  提供 
1931（昭和 6） 年 50 歳 貝島礦業、貝島商業、大辻岩屋炭礦の三社を合併して貝島炭礦 
ああああああああああああ 株式会社を設立し、社長に就任、貝島乾溜、貝島石灰工業二社 
             を合併して貝島化学工業設立 
1935（昭和 10）年 54 歳 筑豊石炭鉱業組合総長就任 
1947（昭和 22）年 66 歳 日本石炭鉱業会会長就任 
1950（昭和 25）年 69 歳 貝島合名会社解散 
1951（昭和 26）年 70 歳 貝島一族会を貝島親和会と改称し、家憲を廃止 
1966（昭和 41）年 85 歳 死去 
 













ことにあった。太助としては 4 度目の独立であり、すでに 40 歳となっていた。 
 1889 年に大之浦炭礦の開発と当時農商務省が零細坑主による乱掘阻止と大規模経営体の
育成を目的に進めていた「撰定鉱区制」の指定を受けるため、太助は弟六太郎、嘉蔵と 4
人の腹心と共に資本金 5 万円の栄鉱社を設立した。しかし、栄鉱社は翌 1890 年恐慌による










 貝島家の毛利家からの借入額は 1892 年 6 月までに 13 万円に達した。その結果、貝島家
の所有鉱区はすべて三井物産副社長の木村正幹名義に書き換えられた。しかし、日清戦争
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金を計上していた。ただその一方で、不祥事も多発し、1917 年 12 月に大之浦・桐野第二
坑で死者 369 名のガス爆発事故を引き起し、翌 18 年 8 月には折からの米騒動のあおりを受


















 1919 年 10 月、貝島家は貝島合名会社（資本金 1000 万円）と貝島商業株式会社（資本金
















 三井物産は日露戦争後の石炭不況に際会すると、1912（明治 45）年 1 月、三井鉱山、貝
島鉱業、麻生商店の三社と「プール制」販売協定を結んだ。しかし、この「プール制」販























の過程を簡単にスケッチしておけば、1919 年 1 月、貝島合名は林業部を設置して鹿児島県
薩摩郡上東郷村高治川地に約 1,000 町歩の山林を所有した。そして、1924 年 2 月、林業部
を資本金 100 万円の貝島林業株式会社として分離独立させ、植林ならびに伐木、製材、製
炭に関する事業を開始した。次いで 1920 年 4 月、貝島合名は石灰部を新設し、大分県津久
見村下青江志手山で石灰石の採取事業に着手した。この石灰部は、1924 年 2 月、貝島石灰
工業株式会社として独立し、採取石灰石の大半を久原房之助が経営する久原鉱業佐賀関製
錬所に供給した。また、1921 年 2 月、貝島鉱業は大辻、岩屋両炭礦を分離して、新たに大
辻岩屋炭礦株式会社を設立した。さらに 1921 年 10 月、貝島合名は日本傷害保険火災海上
保険会社株式の大半を買収し、社名を中央火災海上保険と改称して傍系会社とした。そし
て、1923 年 9 月、貝島合名は福岡県遠賀郡戸畑町にあった九州木材防腐株式会社株式を譲
り受け、同社を貝島木材防腐と改称の上、経営した。この間、貝島合名は貝島健次を責任
者として臨時調査部を設立して日本最初の低温石炭乾溜の研究を開始し、欧米における同
事業を視察調査したのち、上記の貝島石灰工業、貝島林業と一緒に、1924 年 2 月、貝島乾
溜株式会社を設立した。 
 かくして、貝島家の経営する事業会社は大正末年までに表 1 のようになり、一族九家で
石炭採掘事業に専念するという同家の家憲は大きく修正され、各家当主が社長として主宰
する企業群を貝島合名が統括管理するコンツェルン体制を確立した。 


















































































取   島本徳三郎 
〃   山口杢平次 
〃   高島 京江 
〃   馬場  毎 
監 森本邦治郎 
〃 貝島 健次 
社長  貝島 太市
取   森本邦治郎 
〃   赤松 治部 
〃   青柳 六輔 
〃   石原 才助 
監 貝島栄四郎 
〃 峠  延吉 
社長  貝島 健次
取   福光 二郎
〃   森本邦治郎
〃   保田宗治郎
監 貝島 太市 
〃 井上 博通 
社長  貝島 蘭作
取   赤松 治部
〃   檜山 英一
監 貝島 亀吉 
〃 井上 博通 
社長  貝島 永二
取   諸冨  敏
〃   山田孝太郎
監 貝島 百吉 
〃 横田 民造 
社長  貝島 百吉
取   赤松 治部
〃   山田孝太郎
監 貝島 太市 
〃 久保熊太郎 
〃 横田 民造 
監 貝島 健次 
〃 古閑亀久馬 
専務  峠  延吉
取   森本邦治郎
〃   高島 京江
〃   増田福三郎
社長  鮎川 義介
副社長 森本邦治郎
常務  玉井 磨輔
取   貝島 太市
〃   藤田 政輔
〃   飯田 新七
〃   日比谷祐蔵
〃   神谷 千別
〃   芦田 雪雄
〃   白山  等
監 山田 敬亮 
〃 田中 市蔵 
〃 赤松 冶部 
貝島合名 
代表社員 貝島 太市 
専務理事 森本邦治郎 







 しかし、こうして成立した貝島家の一族一事業体制は長く続かなかった。まず 1926 年に
貝島林業社長の永二が死去し、後述する久原鉱業の債務整理のために同社所有の森林を提





 こうした貝島家の多角経営体制の縮小は、1927 年 2 月の鮎川顧問代理の辞任の結果でも

































家憲の規定に抵触する改革には積極的ではなく、貝島鉱業の社長でありながら 1919 年 8 月















鮎川も 1927 年 2 月、顧問代理を辞任した。 



















   
安川敬一郎 略年譜 
1849（嘉永 2）年   0 歳 福岡県西村の福岡藩士徳永家に誕生 
1864（元冶元）年  15 歳 福岡藩士安川岡右衛門の養子となる 
1866（慶応 2）年  16 歳 安川家の家督を継ぐ 
1871（明治 4）年  21 歳 長兄徳永織人、福岡県太政官札贋造事件に連座して刑死 
1874（明治 7）年  24 歳 次兄幾島徳、佐賀の乱で戦死 
              慶応義塾を中退し、炭鉱業に従事 
1877（明治 10）年 27 歳 安川商店開設 
1887（明治 20）年 37 歳 大城炭坑の起業に着手 
1896（明治 29）年 47 歳 明治鉱業合資株式会社創立 
1899（明治 32）年 50 歳 高雄炭坑を官営八幡製鉄所に売却 
             安川商店と松本商店が合併して安川松本商店となる 
1901（明治 34）年 52 歳 赤池、明治両炭坑の全所有権を取得 
1906（明治 39）年 57 歳 鉄道国有法公布によって巨額の国債交付を受ける 
1911（明治 44）年 62 歳 明治紡績合資会社設立 
明治、赤池、豊国の三炭坑を合併して明治鉱業株式合資会社設立 
明治専門学校開校 
1915（大正 4）年  66 歳 合資会社安川電機製作所開業 
1917（大正 6）年  68 歳 九州製鋼株式会社設立 
1918（大正 7）年  69 歳 黒崎窯業株式会社設立 
1920（大正 9）年  71 歳 男爵の爵位を受ける 
1924（大正 13）年 75 歳 貴族院議員となる 




1870（明治 3）年   0 歳 福岡県福岡市に安川敬一郎の次男として誕生 
1887（明治 20）年 17 歳 県立福岡中学校卒業後、安川商店神戸支店に見習勤務 
1890（明治 23）年 20 歳 叔父の松本潜家に入籍 
1891（明治 24）年 21 歳 アメリカ・ペンシルヴァニア大学財政経済学科入学、翌 91 年に 
帰国し、安川商店門司支店で石炭販売業務に専念 
1899（明治 32）年 29 歳 松本家の家督を継ぐ 
1908（明治 41）年 38 歳 明治鉱業株式合資会社副社長に就任 
明治専門学校初代校長に就任 
1918（大正 7）年  48 歳 黒崎窯業株式会社社長に就任 
1919（大正 8）年  49 歳 筑豊石炭鉱業組合総長に就任 
明治鉱業株式合資会社を株式会社に改組し、社長に就任 
1933（昭和 8）年  63 歳 石炭工業連合会会長に就任 
1935（昭和 10）年 65 歳 安川松本合名会社を創立し、社長に就任 
1941（昭和 16）年 71 歳 石炭統制会会長に就任 
             貴族院議員となる 
1943（昭和 18）年 73 歳 東条内閣顧問に就任 
1946（昭和 21）年 77 歳 財界追放を受ける、51 年に解除 
1963（昭和 38）年 93 歳 死去 
 

























































































































て、1885 年に石炭販売の中心地の神戸に支店を設置し、翌 86 年には本店を若松に移転す
るとともに、大阪にも支店を開設し、88 年には香港、上海、シンガポールなどへの直輸出
を目的とする門司支店を開業するなど、販売ルートの拡充に努めた。 











の大阪財界人を勧誘して、1896 年に彼らとの共同出資による資本金 30 万円の明治炭坑株
式会社を設立した。明治炭坑は 1898 年までに資本金を 70 万円に増資し、明治第一坑（旧




































太郎の死去ののち、彼が所有していた豊国炭坑を 200 万円で買い取ると、08 年 1 月、明治、
赤池、豊国の主力三坑の経営を統括するため、資本金 500 万円の明治鉱業株式合資会社を
設立した。資本金 500 万円のうち 450 万円は無限責任社員安川敬一郎、松本健次郎、安川






治 41）年に明治鉱業を設立して石炭業経営の基盤を確立し、さらに 1906 年の鉄道国有法
公布によって巨額の国債を交付されると、経営の多角化を積極的に進め、安川・松本財閥
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表 2 1930 年当時の安川・松本財閥の事業概観 
出所：森川[1985]226 頁より作成。 
 
 安川敬一郎が多角経営の先導役として目をつけたのは当時の基幹産業の 1 つである紡績
業で、1906 年の大阪府大和川に紡織工場を経営する大阪織物合資会社設立に参画し、08 年
には九州・戸畑に 3 万錘の規模をもつ資本金 100 万円の明治紡績合資会社を創業した。次
いで第一次世界大戦による好景気が到来すると、1914（大正 4）年 7 月、資本金 25 万円の
合資会社安川電機製作所を設立した。そして、1919 年に新たに株式会社安川電機製作所を
設立し、翌 20 年には上記の合資会社を合併して資本金を 150 万円とした。さらに 1917 年
に日本と中国の合弁会社である漢治萍公司の生産する銑鉄を原料とする九州製鋼株式会社
を資本金 150 万円で、翌 18 年には九州製鋼の平炉用硅石煉瓦生産を目的とする黒崎窯業株











会社（学校）名 払込資本金（万円） 本社所在地 社　　　　長
（家　業）
　明治鉱業 1,500 福岡県戸畑 　安川清三郎
　明治紡績（資） 300 同　上 　松本健次郎
　九州製鋼 500 福岡県八幡 　松本健次郎（会長）
　黒崎窯業 60 同　上 　松本健次郎
　安川電機製作所 300 同　上 　安川清三郎
 （嘉穂鉱業） 270 福岡県戸畑 　松本健次郎
（出資先）
　若松築港 225 福岡県若松 　松本健次郎
　大阪織物 300 大阪府堺市 　菅 谷 元 治（会長）
 （幸袋工作所） 70 福岡県幸袋 　伊藤伝右衛門
 （松本健次郎取締役）
 （帝国火災保険） 250 東　京　市 　川 崎　　 肇
 （松本健次郎取締役）
（学　校）
　明治専門学校 ― 福岡県戸畑 　　　 ―
1912年     4月
1907年     6月
（寄付行為認可）
1908年     1月
1908年     8月
1917年     9月
1918年   10月
設立時期
1919年   12月
1926年   12月
1892年     7月
1906年     9月
1918年   11月
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